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プログラム2日目　令和６年１１月２２日（金）

教育講演６
9:00～10:30 第１会場（あきた芸術劇場ミルハス　大ホール）

「研究成果の社会実装」　～最先端の救急活動へ　旅のはじまり～
講　師	 久保田勝明　　総務省消防庁消防研究センター	
	 安田　康晴　　広島国際大学	
	 篠原とも子　　さいたま市消防局
司　会	 髙橋　宣明　　仙台市消防局

EL6 救急ボイストラの開発者が語る研究成果の社会実装　～最先端の救急活動へ旅のはじまり～�　P.145

総務省消防庁消防研究センター　久保田勝明

総合討論
10:45～12:15 第１会場（あきた芸術劇場ミルハス　大ホール）

「敢為邁往」　～理想を現実に変える旅のはじまり～
座　長	 奥山　　学　　秋田大学医学部附属病院
アドバイザー	有賀　　徹　　労働者健康安全機構	
	 朝倉　一郎　　熊本市消防局

GD1 消防救命士への期待－これまでとこれから－� 　P.146

救急救命東京研修所　田邉　晴山

GD2 カーテンの中に入ることができた救急隊� 　P.146

元秋田市消防本部　清野　洋一

GD3 敢為邁往（かんいまいおう）、理想と現実� 　P.147

千葉科学大学　櫻井　嘉信

GD4 札幌市の救急業務の歴史　過去から未来を望む� 　P.147

札幌市消防局　大西　昌亮

GD5 理想を現実に変えるには� 　P.148

秋田市消防本部　高橋　伸一

シンポジウム５
9:00～10:30 第２会場（あきた芸術劇場ミルハス　中ホール）

「理想とする人材活用」　～救急活動とライフステージ～
座　長	 太田　義幸　　いわき市消防本部
アドバイザー	本島　鉄也　　総務省消防庁	
	 本村　友希　　横浜市消防局

SY5-1 ライフステージに応じた救急隊員の多用な働き方について� 　P.151

東京消防庁　菅生　貴行
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SY5-2 ～日勤救急隊～　多様で柔軟な働き方の実現に向けて� 　P.151

豊橋市消防本部　牛田　雅三

SY5-3「安らぐまち」の実現に向けて� 　P.152

北九州市消防局　景山　拓二

SY5-4「女性職員活躍推進」　～女性専用施設の充実～� 　P.152

松戸市消防局　横澤　晋也

SY5-5 花ひらけ　高崎市等広域消防局　～女性活躍推進へのアジャスト～� 　P.153

高崎市等広域消防局　樋口千絵美

パネルディスカッション５
10:45～12:15 第２会場（あきた芸術劇場ミルハス　中ホール）

「早期アドレナリン投与への取り組みとその効果」　～救急活動の理想に向かって～
座　長	 吉田　　朗　　船橋市消防局
アドバイザー	畑中　哲生　　健和会大手町病院／救急救命九州研修所	
	 小山内健介　　弘前地区消防事務組合消防本部

PD5-1 名古屋市消防局の早期アドレナリン投与に対する取り組みとその実績� 　P.154

名古屋市消防局　大野　孝憲

PD5-2 難治性VF症例に対する救命率向上を目的としたプロトコルの運用とその効果� 　P.154

堺市消防局　吉村　陽平

PD5-3 コロナ禍の活動から見えてきた早期アドレナリン投与の重要性� 　P.155

大分市消防局　小河　昌平

PD5-4 現場滞在型救急活動の開始　～ ROSC率向上を目標に～� 　P.155

秋田市消防本部　大山　　拓

PD5-5 病院外心停止症例における救急救命士による早期アドレナリン投与の効果� 　P.156

国士舘大学　植田　広樹

一般発表１３
9:00～10:30 第３会場（あきた芸術劇場ミルハス　小ホールＡ）

「ドクターカー・ドクターヘリ」　
座　長	 天木　毅義　　新発田地域広域事務組合消防本部
助言者	 藤田　康雄　　秋田赤十字病院	
	 張替喜世一　　国士舘大学

O13-1 バイスタンダー、救急隊、消防隊及びドクターカーと連携活動を行ったCPA事案� 　P.159

諏訪広域消防本部　原田　昌幸

O13-2 小児痙攣重積発作に対してドクターヘリ要請により早期に鎮痙できた一例� 　P.159

京田辺市消防本部　吉元　　弘

O13-3 救命の連鎖と顔の見える関係� 　P.160

岸和田市消防本部　太田　智樹
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O13-4 消防とドクターヘリ及びドクターカーが連携し救命に繋げた交通救助事案について� 　P.160

湖北地域消防本部　田中　英樹

O13-5 脈ありVT傷病者に対して現場からドクターカー要請し同期電気ショックされた事案� 　P.161

美作市消防本部　山本　和正

O13-6 ドクターカー・ドクターヘリ連携により、多数傷病者事案の傷病者を救命した症例� 　P.161

奈良県広域消防組合消防本部　藤川　友吾

O13-7 各隊が連携し早期医療介入に努めたドクターヘリ事案について� 　P.162

大阪南消防局　山本　優貴

一般発表１７
10:45～12:15 第３会場（あきた芸術劇場ミルハス　小ホールＡ）

「緊急度判定」　
座　長	 加藤　耕平　　にかほ市消防本部
助言者	 川副　　友　　国立病院機構仙台医療センター	
	 大湯　和行　　弘前地区消防事務組合消防本部

O17-1 集団災害事案への対応　～だんじり横転事故による集団災害～� 　P.163

堺市消防局　大館　満洋

O17-2 Live119を活用した指令センターと出場隊の連携　～崩落事故事案の1例から～� 　P.163

川崎市消防局　松本　一磨

O17-3 高齢者における外傷の緊急度判定について� 　P.164

日高広域消防事務組合消防本部　岡﨑　大地

O17-4 救急現場活動の戦略検討を目的とした通報傾向の分析　−通報時主訴からの検討−� 　P.164

菊川市消防本部　山本　真徳

O17-5 令和6年能登半島地震におけるコールトリアージの実践について� 　P.165

羽咋郡市広域圏事務組合消防本部　東　　雄大

O17-6 加古川消防式トリアージタッグの開発について� 　P.165

加古川市消防本部　小山　真弘

O17-7 救急安心センター事業（#7119）における緊急度判定結果の追跡調査� 　P.166

神戸市健康局　川村　翔太

一般発表１４
9:00～10:30 第４会場（あきた芸術劇場ミルハス　小ホールＢ）

「救急需要対策・労務管理」　
座　長	 高橋　　隼　　奥州金ケ崎行政事務組合消防本部
助言者	 長谷川　傑　　市立秋田総合病院	
	 佐藤　康平　　札幌市消防局

O14-1 救急隊員の労務管理� 　P.169

奈良市消防局　川合　智法
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O14-2 スマートPAの実現に向けて　～神埼消防署におけるPA連携に関する取組とその効果～�　P.169

佐賀広域消防局　山口　勇太

O14-3 教育×労務管理　～労務管理を行えば、訓練時間は確保できる。その効果と課題。～� 　P.170

柏崎市消防本部　長谷川　憲

O14-4 日勤救急隊員による交替勤務の試行とその効果について� 　P.170

広島市消防局　村上　耕平

O14-5 富山市における日勤救急隊の運用開始と効果について� 　P.171

富山市消防局　水口　誠倫

O14-6 千里の道も一歩から～増大する救急需要に対する岐阜市消防本部の取組み～� 　P.171

岐阜市消防本部　勝村　雄介

O14-7 機動救急隊の任務とその効果について　〜戦略的な救急需要対策〜� 　P.172

福岡市消防局　工藤真佐也

一般発表１８
10:45～12:15 第４会場（あきた芸術劇場ミルハス　小ホールＢ）

「災害対応・他機関連携」　
座　長	 高橋　寿則　　八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部
助言者	 小林　忠宏　　山形大学医学部附属病院	
	 小原　隆男　　横手市消防本部

O18-1 小規模消防における多数傷病者対応について　～実動訓練から学ぶもの～� 　P.173

石岡市消防本部　細井　涼司

O18-2 船橋市ドクターカー運用実績について� 　P.173

船橋市消防局　宮部　翔太

O18-3 令和６年能登半島地震における復旧支援者がドクターヘリとの連携で社会復帰した症例�　P.174

羽咋郡市広域圏事務組合消防本部　市塚　貴之

O18-4 派遣型救急ワークステーションの取組とその効果について� 　P.174

伊勢原市消防本部　小山　剛広

O18-5 ドクターヘリ・ドクターカーのキーワード方式は、覚知同時要請率の向上に寄与している�　P.175

南但消防本部　松井　純一

O18-6 緊急消防援助隊における指揮命令系統と現地医療情報の重要性について� 　P.175

三田市消防本部　森本　崇志

O18-7 医師が使用する薬剤を理解し円滑な現場活動に繋げる　～鎮痛鎮静薬一覧の作成～� 　P.176

鳥取県西部広域行政管理組合消防局　河津　章人
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スキルトレーニング３
9:00～10:30 第５会場（秋田市文化創造館　スタジオＡ１）

「救急現場　ロールプレイング」　～持てる知識を実践力に～
講　師	 田口　健蔵　　救急救命九州研修所
司　会	 坂口　昌彦　　救急救命九州研修所
指導者	 山田　武志　　救急救命九州研修所	 手島　直毅　　救急救命九州研修所	
	 石山　和幸　　救急救命九州研修所	 堀田　明裕　　救急救命九州研修所	
	 岩井　祐樹　　救急救命九州研修所	 安武　賢史　　救急救命九州研修所	
	 関尾　樹功　　救急救命九州研修所	 吉村　俊貴　　救急救命九州研修所

ST3 「救急現場　ロールプレイング」　～持てる知識を実践力に～� 　P.179

救急救命九州研修所　田口　健蔵

スキルトレーニング４
10:45～12:15 第５会場（秋田市文化創造館　スタジオＡ１）

「ＰＯＴ（Basic）　心肺停止前傷病者に対するシミュレーション・トレーニング」　
～心肺停止前疾病傷病者への的確な対応を目指して～

講　師	 南　浩一郎　　救急救命東京研修所	 尾方　純一　　救急救命東京研修所
司　会	 久保田慎吾　　救急救命東京研修所
指導者	 池田　巴哉　　救急救命東京研修所	 大橋　邦康　　救急救命東京研修所	
	 宮本　智史　　救急救命東京研修所	 佐々木弥基　　救急救命東京研修所	
	 牛坂　圭佑　　救急救命東京研修所

ST4 「POT（Basic）　心肺停止前傷病者に対するシミュレーション・トレーニング」　�
～心肺停止前疾病傷病者への的確な対応を目指して～� 　P.180

救急救命東京研修所　南　浩一郎

一般発表１５
9:00～10:30 第６会場（にぎわい交流館ＡＵ（あう）　多目的ホール）

「救急活動（特異事案②）」　
座　長	 藤原　　博　　湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部
助言者	 髙橋　一則　　山形県立新庄病院	
	 髙澤　大悟　　前橋市消防局

O15-1 交通事故によるターニケットを使用しての止血の重要性を感じた外傷症例� 　P.183

厚木市消防本部　髙橋　柊也

O15-2 医師の指示下で計6回の除細動を実施し社会復帰したＶＦ症例� 　P.183

秋田市消防本部　藤原　佑馬

O15-3 現場滞在時間短縮、病院との連携により社会復帰した重症頭部外傷症例� 　P.184

岳南広域消防本部　下取　雄一

O15-4 令和５年に秋田市内で発生したクマによる人身被害１４症例について� 　P.184

秋田市消防本部　佐藤　佑星
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O15-5 麻痺側が変化した脳梗塞症例について� 　P.185

池田市消防本部　髙原　靖之

O15-6 コーニス症候群（アレルギー反応に伴う急性冠症候群）疑いの一例� 　P.185

新潟市消防局　小林　浩之

O15-7 家族が低血糖時救急治療剤グルカゴン点鼻粉末を投与し、搬送した特異事案の症例報告�　P.186

埼玉県南西部消防局　小西　貴一

一般発表１９
10:45～12:15 第６会場（にぎわい交流館ＡＵ（あう）　多目的ホール）

「指導救命士」　
座　長	 大里　則幸　　鹿角広域行政組合消防本部
助言者	 吉村　有矢　　八戸市立市民病院	
	 浅倉　勝弘　　郡山地方広域消防組合消防本部

O19-1 OJT新居浜version（指導救命士の同乗による救急4名出動）� 　P.187

新居浜市消防本部　木下　道晴

O19-2 8歳女児の脳梗塞事案に出動して　～極まれな事案で指導救命士として何を伝えるか～�　P.187

浜松市消防局　鈴木　崇博

O19-3 指導救命士による公開救急シミュレーション訓練の実施について� 　P.188

田川地区消防本部　大隈　宏之

O19-4 指導教育から見えた新たな課題と解決に向けた取り組み� 　P.188

函館市消防本部　金子　祐人

O19-5 神戸市消防局における指導救命士の役割～現状と今後の展望～� 　P.189

神戸市消防局　松岡　太郎

O19-6 本部直轄救急隊（教育指導隊）運用について　～本部救急業務と現場の架け橋～� 　P.189

守口市門真市消防組合消防本部　中川　陽介

O19-7 指導救命士による内因性救急訓練が奏功した糖尿病性ケトアシドーシスの一例� 　P.190

横須賀市消防局　山崎　真悟

一般発表１６
9:00～10:30 第７会場（にぎわい交流館ＡＵ（あう）　研修室１・２）

「関係機関との連携（行政・地域）」　
座　長	 関　　恒成　　能代山本広域市町村圏組合消防本部
助言者	 平澤　暢史　　秋田大学医学部附属病院	
	 日野　武志　　石巻地区広域行政事務組合消防本部

O16-1 岩手県防災航空隊と救急隊が連携した事案の特定行為について� 　P.193

盛岡地区広域消防組合消防本部　藤田　　諒

O16-2 児童虐待対応に関わる医療機関・児童福祉行政との連携　～救急活動フローチャート策定～�　P.193

尼崎市消防局　福澤　将典
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O16-3 保健所と連携した感染防止対策マニュアル整備～感染防止対策強化研修の経験を受け� 　P.194

栃木市消防本部　柏崎　誠世

O16-4 児童虐待に対する当消防本部の取り組みについて� 　P.194

阿賀野市消防本部　山口　隆之

O16-5 洋上風力発電施設での救急救助事案における対策について� 　P.195

能代山本広域市町村圏組合消防本部　鎌田　良平

O16-6 多職種と連携活動した熊外傷による山岳救急救助事案について� 　P.195

盛岡地区広域消防組合消防本部　三浦　　慎

O16-7 消防と県保健医療部門との連携における指導救命士の役割� 　P.196

茨城県保健医療部医療局　生井　　肇

一般発表２０
10:45～12:15 第７会場（にぎわい交流館ＡＵ（あう）　研修室１・２）

「各消防本部の取り組み②」　
座　長	 小野寺俊明　　一関市消防本部
助言者	 佐藤　　誠　　北秋田市民病院	
	 大山　孝謹　　川口市消防局

O20-1 High-performance CPRを現場で実践するための取り組み� 　P.197

白山野々市広域消防本部　髙田　康平

O20-2 ハイパフォーマンスCPRへの取組み� 　P.197

日立市消防本部　松浦　武琉

O20-3 指導救命士によるジグソー法を用いた応急手当普及員養成について� 　P.198

函館市消防本部　新沼　卓也

O20-4 心肺機能停止傷病者の静脈路確保実施率向上に向けた取組みについて� 　P.198

和泉市消防本部　河合　正人

O20-5 可搬型人工呼吸器を使用したCPR活動� 　P.199

大阪南消防局　川野　裕貴

O20-6 病院前心肺蘇生を見直す　～現場滞在型蘇生を主軸とした宇都宮モデル～� 　P.199

宇都宮市消防局　渡邊　昌彦

O20-7 3機関が協力して開催したエピペン講習会� 　P.200

奈良県広域消防組合消防本部　田邉　勇樹
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市民公開講座２
10:00～12:00 第８会場（にぎわい交流館ＡＵ（あう）　パフォーマンス工房１・２）

「あそんでまなぼう！こども応急手当教室　第２部」　
講　師	 坂井田麻祐子　　三重耳鼻咽喉科
司　会	 佐々木茉央	 秋田市消防本部
指導者	 加藤　敏雄	 秋田市消防本部	 黒木　正剛　　秋田市消防本部	
	 菅　　雄哉	 秋田市消防本部	 木内　絵美　　秋田市消防本部	
	 佐藤　俊樹	 秋田市消防本部	 遠藤　敏希　　秋田市消防本部

PL2 あそんでまなぼう！こども応急手当教室　～未就学児の保護者向け講習会の開催について～�　P.203

秋田市消防本部　黒木　正剛


